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【報道資料】 

 
 

 

 

 

 

【2012 年 4 月 17 日】 

日本アムウェイ合同会社（本社：東京都渋谷区、社長：マーク・バイダーウィーデ

ン、以下日本アムウェイ）は、宮城県内で生産・販売されている3つの製品を東日本復

興支援プロジェクトの第3弾として提供いたします。地元の契約農場で減農薬栽培した

枝豆を朝摘みし風味や栄養素を損なわずに作った「ずんだジャム」を含む３種類詰め

合わせ「ジャムセット」。伝承の技で作る、昔ながらの本格的乾麺「温麺」。そして

濃縮タイプの「ふかひれスープ」を会員専用WEBサイト※1「ネットオンリー限定商品」

として5月1日(火)から5月8日（火）まで予約販売いたします。（6月下旬より出荷） 

 

当社では、東日本復興支援を目的に被災地の物産品等を会員向けのWEBサイト

「amwaylive.com」を通じ継続して販売いたします。被災地の復興が進み、雇用が安

定し大人が元気になることで、地域の子どもたちも健やかに成長することを願ってい

ます。過去の実績として、東日本復興支援プロジェクト第1弾「きっと芽がでるせんべ

い（三陸鉄道ブランド製品）」では、岩手県宮古市の「震災教育支援基金」に寄付。

この度の「ジャムセット」「温麺」「ふかひれスープ」は、当社社会貢献プログラム 

※2「One by Oneこども基金」を通じて当社のフード製品と同様に購入額に10円上乗せ

する「10円基金」をベースとして、当社からも「マッチング基金」として同額を拠出

して被災地の子どもたちの支援活動に役立てていきます。 

 

（製品概要は次ページをご覧ください） 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

東日本復興支援製品発売 第 3弾 
宮城県の特産品をネットオンリー限定で発売 

【お問い合わせ先】 

日本アムウェイ合同会社 アムウェイブランドマーケティング部 

コーポレートＰＲグループ 

住所：〒150-0042 東京都渋谷区宇田川町 7-1 

電話：03-54287721 Fax:03-54287936 

日本アムウェイ公式サイト: www.amway.co.jp 
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【製品概要】 

ジャムセット（りんご/いちご/ずんだ） 

果実の素材感を残して風味豊かに仕上げたりんご、新鮮で濃厚な甘みが際立つ、スタ

ンダードないちご、風味を損なわずにつくったずんだのジャムセットでご用意いたし

ました。 製造者：(有)パレット 宮城県栗原市築館伊豆（ツキダテイズ）4-7-15                      

 

 3 種類（りんご：160g×1本／いちご：160g×1 本／ずんだ：160g×1 本）計 3本 

ﾃﾞｨｽﾄﾘﾋﾞｭｰﾀｰ価格（税込）2,010 円/ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ・ﾒﾝﾊﾞｰ価格（税込）2,210 円 

温麺 

油を使用せずに手のべする温麺はさっぱりとしていて、風味豊かな味わいです。夏は

冷たくして、冬は温めてお召し上がりください。製造者：はたけなか製麺㈱ 宮城県

白石市大手町 4-11   

 

 70g×4 束×4パック 

ﾃﾞｨｽﾄﾘﾋﾞｭｰﾀｰ価格（税込）2,320 円/ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ・ﾒﾝﾊﾞｰ価格（税込）2,550 円 
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ふかひれスープ 

濃縮タイプ（3倍）ふかひれスープです。 

玉子を加えて溶くだけで、本場のふかひれスープが出来上がり、深く豊かで贅沢な美

味しさをぜひ、ご賞味ください。 製造者：㈱石渡商店 宮城県仙沼市内ノ脇 387-4 

 

 

 200g×2 パック 

ﾃﾞｨｽﾄﾘﾋﾞｭｰﾀｰ価格（税込）2,110 円/ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ・ﾒﾝﾊﾞｰ価格（税込）2,320 円 
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【参考資料】 

※1 「ネットオンリー限定商品」 

販売チャンネルを当社会員（ディストリビューター 72万組及びアムウェイショッピ

ングメンバー14万組）向けサイト「amwaylive.com」に限定した商品。扱う商品は月替

わりとなっており、当社会員はWEB、携帯などインターネットのみで購入できます。 

 

※2「One by Oneこども基金」 

世界 58 の国と地域で展開するアムウェイが、2003 年に各国でサポートが必要な子ども

達のために始めた社会貢献プログラムです。日本アムウェイのフード製品などの購入

額に 10 円上乗せする「10円基金」をベースとして、日本アムウェイも「マッチング基

金」として同額を拠出して運用している。日本における児童虐待問題の深刻化を解決

すべき社会的課題として、オレンジリボン運動への参加や奨学金制度など児童養護施

設の子どもたちを対象としたプログラム中心に活動しているが、2011 年 3 月の東日本

大震災の発生以降、東北の子どもたちを長野県アファンの森や、山梨県清里の森に招

待する「心の森」プロジェクトや、短期留学プログラムの奨学金制度など、被災地支

援にも力を入れている。 

 

One by Oneこども基金公式サイト： http://www.1by1.jp/ 

 


